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ターミナルケアにおける神職の可能性 
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Terminal care involves counseling and palliation to reduce pain and bring peace 
to dying people. Previous research and practice of terminal care derive largely from 
Christian or Buddhist standpoints. Japan cannot simply copy foreign practices because 
they involve such cultural and religious worldviews. Japanese views of life and death 
include many Shinto elements, yet no one has studied the possibility of Shinto priests 
engaging in terminal care. From literature and original interviews demonstrating how 
Shinto priests already engage in medicine and welfare, this study suggests the 
possibility of their further involvement in terminal care. 
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スビテリアンミッション 淀川キリスト教病院 2015］。 
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田宮仁が提唱した［田宮 1996: 229］。 
新潟県長岡市にある医療法人 崇徳会 長岡西病院 は 240 床の総合病院で
ある［長岡西病院 2015］。5 階建の病棟の最上階に 32 床のビハーラ病棟が















































































2008: 183］。  
神社本庁が全国の神社の活動に関して毎年発行している「神社活動に関
する全国統計」(4)によると、全国に祖霊社は 954 社ある。 
最も多い都道府県は愛知県の 77 社である。次いで広島県 60 社、長野県
39 社となる。祖霊社は沖縄県以外の 46 都道府県に存在し、全国的に創設さ
れていることが分かる［神社本庁 2014: 19］。 
次に、神葬祭場とは神葬祭を行う場所であるが、同統計によると、全国
の神社において神葬祭場を所有する神社は 120 社存在する。 
内訳として、最も多い都道府県は岩手県の 11 社で、茨城県 9 社、青森県





















神社は 269 社存在する。最も多い都道府県は秋田県の 25 社である。次いで
埼玉県の 23 社、岩手県の 18 社となり、神葬祭場同様東日本に多い［神社




































































































































(2) ［片山 2014］では「新興宗教」と表記している。 
(3) 安蘇谷は死生観を生死観としている。 
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